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(1)　第1878号　2022年６月25日

日　時 2022年7月26日（火）
 13：30～16：00
場　所 日比谷野外音楽堂（東京都）
内　容 中央決起集会
 デモ行進・交渉支援行動
 総括集会

7.26人勧期中央行動

上
げ
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
賃
上
げ
の
流
れ
を
人
勧

期
・
確
定
期
の
闘
争
に
つ
な

げ
る
と
と
も
に
、
定
年
引
き

上
げ
に
係
る
課
題
で
は
県
内

人
勧
期
へ
闘
争
強
化
方
針
決
定

要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

自
治
体
は
９
月
の
条
例
・
規

則
の
改
正
見
込
み
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
再
任
用
賃
金
、
役

職
定
年
、
定
員
管
理
、
高
齢

者
部
分
休
業
な
ど
に
つ
い
て

引
き
続
き
労
使
協
議
と
確
認

の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
参
院
選
で
は
、
公
務
員

人
件
費
削
減
や
憲
法
改
悪
を

主
張
す
る
勢
力
の
拡
大
を
許

さ
ず
、
自
治
労
の
政
策
要
求

実
現
の
た
め
、
茨
城
県
選
挙

区
と
比
例
代
表
の
い
ず
れ
に

お
い
て
も
県
本
部
の
推
薦
す

る
候
補
者
の
勝
利
に
む
け
た

支
持
拡
大
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
　
続
い
て
、
生
井
澤
書
記
長

か
ら
取
り
組
み
の
経
過
と
確

定
闘
争
総
括
お
よ
び
春
闘
中

間
総
括
、
花
島
副
委
員
長
か

ら
当
面
の
闘
争
方
針
と
一
般

会
計
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

　
特
に
、
人
勧
期
に
結
集
す

る
取
り
組
み
と
し
て
７
月
に

「
２
０
２
２
人
勧
期
要
求
ア

ン
ケ
ー
ト
」を
行
い
ま
す
。こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
単
組
そ
れ

ぞ
れ
の
職
場
組
合
員
の
要
求

を
把
握
し
、
確
定
期
の
要
求

に
む
け
た
職
場
討
議
の
準
備

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
組

合
員
一
人
ひ
と
り
が
参
加
す

る
運
動
と
し
て
自
治
体
単
組

で
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。 駅

悦
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

2
0
2
2
人
勧
期
要
求
書
を
提
出

　
こ
の
あ
と
、
柳
生
書
記
次

長
か
ら
役
員
推
薦
委
員
の
選

任
と
本
部
大
会
代
議
員
の
承

認
、
谷
田
部
組
織
部
長
か
ら

は
規
則
の
一
部
改
正
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　
す
べ
て
の
議
案
は
賛
成
多

数
で
承
認
さ
れ
、
最
後
に
は

千
歳
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
を
三
唱
し
、
中
央
委
員

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
６
月
　
日
、
公
務
員
連
絡

20

会
は
川
本
人
事
院
総
裁
と
の

交
渉
を
実
施
し
、「
２
０
２
２

年
人
事
院
勧
告
に
関
わ
る
要

求
書
」を
提
出
し
ま
し
た
。

　
交
渉
で
は
、
民
間
春
闘
の

プ
ラ
ス
回
答
結
果
や
物
価
高

に
よ
り
国
民
生
活
が
圧
迫
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

３
年
ぶ
り
と
な
る
月
例
給
お

よ
び
一
時
金
の
引
き
上
げ
を

強
く
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、

恒
常
的
な
人
員
不
足
等
に
よ

り
上
限
規
制
を
超
え
る
超
過

勤
務
な
ど
長
時
間
労
働
が
蔓

延
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
職

員
が
安
心
、
安
全
に
働
く
こ

と
の
で
き
る
職
場
環
境
の
整

備
や
適
切
な
要
員
と
賃
金
労

働
条
件
の
確
保
と
と
も
に
、

定
年
引
き
上
げ
な
ど
の
重
要

課
題
に
つ
い
て
も
人
事
院
と

し
て
解
決
に
む
け
取
り
組
む

よ
う
強
く
要
請
し
ま
し
た
。
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中央委員会であいさつする千歳委員長

　
県
本
部
は
６
月
　
日
、
第

17

２
回
中
央
委
員
会
を
水
戸
市

内
で
開
き
、
２
０
２
２
人
勧

期
闘
争
を
は
じ
め
と
す
る
当

面
の
闘
争
方
針
な
ど
を
決
定

し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
千
歳
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
し
、
２
０
２
２
民

間
春
闘
は
大
手
・
中
小
と
も

に
２
％
を
上
回
る
賃
金
引
き

公
務
員
連
絡
会

第１回中央委員会で承認された議案
第１号議案 2021自治体確定闘争総括
第２号議案 2022春闘中間総括
第３号議案 当面の闘争方針
第４号議案 2022年度一般会計補正予算
第５号議案 役員推薦委員の選任
第６号議案 自治労本部大会代議員の承認
第７号議案 規則の一部改正

第２回ユニオンセミナー
７月16日（土）10：00～17：00

水戸市　自治労会館
牛久市　自治労県南会館
webによる同時開催

講座１　労働基準法の基本のキ
　　　　講師：松上隆明
　　　　　　　労働出版センター講師
講座２　時間外労働の
　　　　上限規制から見た職場
　　　　講師：松上隆明
　　　　　　　労働出版センター講師
県本部提起
　　時間外縮減と人員確保の取り組み
グループ討論
　　職場の労働実態について
グループ討論報告・まとめ

県本部第２回
中央委員会

組
合
員
対
象

2022 全日本自治体職員等スポーツ大会茨城県大会

野
球 日立市職が連覇日立市職が連覇日立市職が連覇日立市職が連覇

準優勝には神栖市職

　
全
日
本
自
治
体
職
員
等
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
茨
城
県
大
会

は
、
軟
式
野
球
予
選
を
６
月

１
日
に
水
戸
市
の
総
合
運
動

公
園
軟
式
球
場
、
決
勝
戦
を

　
日
に
常
陸
大
宮
市
の
山
方

19運
動
公
園
野
球
場
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
決
勝
戦
で
は
日
立
市
職
が

神
栖
市
職
を
見
事
破
り
、
コ

ロ
ナ
禍
で
未
開
催
と
な
っ
た

２
年
間
を
挟
み
、
２
０
１
９

年
度
大
会
か
ら
の
連
覇
を
果

た
し
ま
し
た
。

　
最
高
殊
勲
選
手
は
日
立
市

職
の
上
遠
野
宰
選
手
、
敢
闘

賞
は
神
栖
市
職
の
山
中
航
選

手
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
日
立
市
職
は
、

８
月
２
日
か
ら
山
梨
県
で
開

催
さ
れ
る
関
東
甲
地
連
大
会

に
出
場
し
ま
す
。
そ
こ
で
の

上
位
３
チ
ー
ム
は
、
９
月
８

日
か
ら
新
潟
県
で
行
わ
れ
る

全
国
大
会
へ
の
出
場
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
は
、
８
月
　
日
か
ら

31

関
東
甲
地
連
大
会
が
神
奈
川

県
で
行
わ
れ
、
日
立
市
職
が

出
場
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
日
立
市
職
両
チ
ー
ム
の
健

闘
、
上
位
進
出
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

18-1

11-1
5 回コールド

6回
コールド

4-15 不戦勝 7-2

6-1

茨城県大会軟式野球結果

優勝　日立市職

常
陸
大
宮
市
職

日
立
市
職

大
洗
町
職

県
職
連
合

神
栖
市
職

龍
ケ
崎
市
職
労

北
茨
城
市
職

連覇を果たした日立市職チーム

準優勝の神栖市職チーム
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2022生活・労働
実態調査結果④

人
事
評
価
制
度
「
把
握
せ
ず
」
が
４
割

改
善
要
求
は「
職
場
の
人
員
増
」

 人
事
評
価
 

Ｑ
　
「
人
事
評
価
結
果
の
賃

金
等
へ
の
反
映
の
方
法
と
内

容
に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま
す

か
」
の
問
い
で
は
、
「
知
っ

て
い
る
」
　
・
０
％
、
「
少

23

し
は
知
っ
て
い
る
」
　
・
９

49

％
、
「
わ
か
ら
な
い
」
　
・
26

７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
「
あ
な
た
は
、
自
分
の

評
価
の
反
映
結
果
を
把
握
し

て
い
ま
す
か
」
の
問
い
は
、

人
事
評
価
結
果
が
賃
金
等
に

反
映
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
設

問
で
す
。
「
把
握
し
て
い
な

い
」
と
回
答
し
た
人
が
約
４

割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
治
労
は
、
人
事
評
制
度

導
入
の
際
、
４
原
則
（
公

平
・
公
正
性
、
透
明
性
、
客

観
性
、
納
得
性
）
、
２
要
件

（
労
働
組
合
の
関
与
、
苦
情

解
決
制
度
の
構
築
）
を
満
た

す
よ
う
求
め
て
き
ま
し
た
。

春
闘
を
取
り
組
む
に
あ
た
り
県
本
部
が
実
施
し
た
「
２
０

２
２
生
活
・
労
働
実
態
調
査
」
は
、
　
単
組
６
３
７
９
人

31

か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
（
回
収
率
　
％
）。
春
闘
は
年

52

間
の
取
り
組
み
の
出
発
点
で
す
。
単
組
で
は
集
計
結
果
か

ら
組
合
員
の
生
活
や
職
場
の
現
状
を
つ
か
み
、
組
合
の
要

求
書
づ
く
り
に
む
け
討
論
す
る
取
り
組
み
が
不
可
欠
で

す
。
賃
金
・
労
働
条
件
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
改
善
に
む

け
職
場
の
仲
間
と
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

無回答 0.5%

知っている
23.0%

少しは知っている
49.9%

わからない
26.7%　　

Ｑ　人事評価制度（業績評価・能
　　力評価）が 2016 年 4 月から
　　本格実施となりましたが、評
　　価結果の賃金等（昇給・昇格・
　　勤勉手当）への反映の方法と
　　内容について知っていますか。

Ｑ　 あなたの賃金・労働条件に関する要求改善項目
　　としては何ですか。（５つまで選択可）

0 5 10 15 20 25 30 35 40

17.817.817.8 17.117.117.1
12.512.512.58.48.48.4

9.39.39.3 9.89.89.8
11.111.111.1 6.26.26.2
7.87.87.8
8.08.08.0 7.27.27.2
7.17.17.16.26.26.2

4.24.24.2 6.06.06.0
6.56.56.5
2.62.62.6 5.15.15.1
4.14.14.1 3.33.33.3
3.53.53.5 3.53.53.5
2.92.92.9 3.93.93.9
4.24.24.2 2.02.02.0
2.52.52.5 2.82.82.8
0.50.50.5 0.90.90.9
0.40.40.4 0.70.70.7

3.33.33.3

8.58.58.5

職場の人員増
年休の自由取得・完全取得

職場環境の改善
諸手当・旅費等の改善

時間外労働の縮減
勤務評定・人事評価の廃止、見直し

夏季休暇日数の拡大
リフレッシュ休暇の新設・改善

地域手当（増額）
看護・介護休暇制度の改善

再任用制度の義務化・退職手当の改善
健康管理や労働安全衛生の改善

男女・職種などによる賃金格差の是正
地域手当（新設）

育児休業制度の改善
無回答
その他

（%）

男性　　女性

人
事
評
価
制
度
の
導
入
時
期

や
給
与
へ
の
反
映
な
ど
制
度

設
計
と
運
用
実
態
は
自
治
体

ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

労
働
組
合
が
交
渉
・
協
議
・

合
意
ま
で
し
っ
か
り
関
与

し
、
人
材
育
成
や
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
に
資
す
る
制

把握
している
42.9%把握して

いない　
39.7%

無回答
17.4%　　

Ｑ　あなたは、自分の評価の反映
　　結果を把握していますか。（人
　　事評価結果が賃金等（昇給・昇
　　格・勤勉手当）に反映されて
　　いる方のみ回答）

度
と
し
て
公
正
・
公
平
な
運

用
の
確
立
を
求
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
評
価
結
果
を
自
ら
が
意

識
し
て
確
認
す
る
こ
と
も
必

要
で
す
。

 改
善
要
求
 

Ｑ
　
「
あ
な
た
の
賃
金
・
労

働
条
件
に
関
す
る
要
求
改
善

項
目
と
し
て
は
何
で
す
か
」

の
問
い
で
は
、
「
職
場
の
人

員
増
」
が
　
・
９
％
と
ト
ッ

34

プ
、
次
い
で
「
年
休
の
自
由

取
得
・
完
全
取
得
」
が
　
・
20

９
％
で
し
た
。
こ
の
回
答
は

い
ず
れ
も
一
昨
年
の
結
果
に

比
べ
倍
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
仕
事
に
見
合
う
人
員
配

置
と
自
由
に
年
休
が
取
れ
る

職
場
環
境
を
め
ざ
し
、
当
局

に
要
求
し
改
善
す
る
こ
と
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

労働・生活に関わる悩みごとなどお気軽にご相談ください。随時
対応しています。
　
 相　談　先  自治労茨城県本部　顧問弁護士　丹下昌子
 連　絡　先  電話 029－224－5150　FAX 029－226－2191
 水戸市南町３丁目４番57号　水戸セントラルビル３階
 丹下・小沼法律事務所
 相談方法 
丹下・小沼法律事務所に直接電話し、相談日の予約を行ってください。
相談は個別事案ごとに初回の法律相談を無料とし、２回目以降は所定
報酬および経費を依頼者（相談者）が支払うことになります。

　　無料法律相談

昨
年
の
衆
院
選
の
結
果

は
、
改
憲
を
積
極
的
に
主
張

す
る
自
民
・
公
明
・
維
新
の

会
な
ど
の
勢
力
が
３
分
の
２

を
超
え
ま
し
た
。
そ
し
て
今

年
２
月
に
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
が
開
始
さ
れ
、

こ
の
機
に
乗
じ
て
核
共
有
や

防
衛
費
増
額
、
敵
基
地
攻
撃

能
力
の
保
有
な
ど
の
発
言
が

相
次
ぎ
、
平
和
主
義
に
反
す

る
政
治
的
な
動
き
が
見
ら
れ

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
自
治
労

の
参
加
す
る
茨
城
県
平
和

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
は
じ
め
と
す

改
憲
勢
力
３
分
の
２
割
り
込
も
う

憲
法
改
悪
阻
止
い
ば
ら
き
総
が
か
り
行
動

平和を求め県内各地から集まった参加者

る
県
内
平
和
運
動
７
団
体

が
、
５
月
　
日
に
「
立
憲
主
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義
を
回
復
し
、
憲
法
改
悪
を

阻
止
す
る
い
ば
ら
き
総
が
か

り
実
行
委
員
会
」
を
結
成

し
、
憲
法
改
正
に
反
対
す
る

声
を
上
げ
、
６
月
８
日
に
は

水
戸
駅
北
口
で
「
改
憲
阻
止

い
ば
ら
き
総
が
か
り
行
動
」

を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
行
動
で
は
、
参
加
す

る
各
団
体
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
憲

法
改
正
反
対
の
ア
ピ
ー
ル
が

行
わ
れ
た
あ
と
、
市
内
約

１
・
２
キ
ロ
を
デ
モ
行
進
し

ま
し
た
。
７
月
　
日
の
参
院

10

選
で
改
憲
勢
力
３
分
の
２
獲

得
を
許
す
な
、
立
憲
主
義
を

回
復
し
憲
法
改
悪
を
阻
止
し

よ
う
、
憲
法
９
条
を
守
ろ
う

な
ど
と
市
民
へ
訴
え
ま
し
た
。
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